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Ⅰ 八街市地域公共交通再編実施計画
策定趣旨

 平成２８年３月、八街市の公共交通のマスタープランである
「八街市地域公共交通網形成計画」を策定

 八街市地域公共交通再編実施計画とは、このマスタープラン

（＝八街市地域公共交通網形成計画）を実施するため具体的

な内容を定める計画
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八街市地域公共交通網形成計画 (マスタープラン)

八街市地域公共交通再編実施計画 (マスタープラン実現のための実施計画)

事業の実施



Ⅱ 八街市地域公共交通網形成計画

基本理念

計画目標

①各交通モードの機能・役割の明確化及び相互の連携による、

わかりやすく利便性の高い公共交通体系の構築

②八街駅・榎戸駅における乗り換え利便性の向上

③タクシー等の既存交通システムを活用した交通弱者の移動手段

の確保

④多様な運賃の設定や効果的な周知・PRによる潜在需要の

掘起こし

⑤地域住民による持続可能な公共交通を支える仕組みの検討

市民生活の利便性を支える利用しやすい持続可能な地域公共交通体系の再構築
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八街市の公共交通
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鉄 道

JR総武本線

八街駅 榎戸駅

路線バス

ちばフラワーバス：八街線、八街循環線、千葉線

千葉交通 ：住野線

九十九里鐵道 ：八街線

高速バス

ちばフラワーバス

マイタウンダイレクト

タクシー

八街タクシー、相孝、潤間タクシー

八街市コミュニティバス（ふれあいバス）

北・街・中・西・南コース
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凡 例
ＪＲ総武本線

民間路線バス

コミュニティバス（再編）

グループタクシー（新設）

交通結節点(乗り継ぎ拠点)

主に八街駅～榎戸駅間の循環及び住野地区を運行。
速達性に配慮し、各駅間を高頻度で循環させる。

北部地区の利用者だけではなく、南西部からの乗継利用者に配慮
し、運行ルート上に駅、公共施設、総合病院、診療所、大型スー
パーを経由する。

ふれあいバス再編後の設定イメージ（網形成計画より抜粋）

主に朝日、文違地区を運行。
①八街駅（南口）出発⇒朝日地区⇒八街駅（北口）到着。
②八街駅（北口）出発⇒文違地区⇒八街駅（北口）到着。
③八街駅（北口）出発⇒朝日地区⇒八街駅（南口）到着。

１回の循環で八街駅に３回接続することにより東部地区住民の駅
へのアクセスを高める。運行ルート上に駅、公共施設、総合病院、
大型商業施設を経由する。八街東小学校児童の登下校に配慮。

主に交進地区、川上地区、二州地区を運行。

旧中コースと西コースを統合。ちばフラワーバス（株）が運行する八
街循環線とのルート重複を極力避けるように設定。川上小学校及
び二州小学校の登下校に配慮するとともに、利用者の多い希望ヶ
丘地区に高頻度で運行し、八街駅及び大型商業施設が集中する
五区地域へのアクセスを高める。

北コース

東コース

西コース

南コース

主に笹引地区、二州地区を運行。
もともと利用者数も多く、Ｈ27ヒアリング調査において満足度が高

いコースであるため、大幅な変更はないが、旧中コースが運行して
いたガーデンタウン地区を運行ルート上に設定。二州小学校児童
の登下校に配慮。
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Ⅲ 八街市地域公共交通再編実施
計画の基本的な事項

 １ 策定根拠

（地域公共交通の活性化及び再生に関する法律

第27条の2第1項 抜粋）

 「地域公共交通網形成計画」を作成した地方公共団体は、当該

計画に即して地域公共交通再編事業を実施するための計画を

作成し、これに基づき、当該地域公共交通再編事業を実施し

又はその実施を促進するものとする
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 ２ 記載事項

①実施区域

②事業の内容・実施主体

③実施予定期間

④事業実施に必要な資金の額・調達方法

⑤事業の効果

⑥地域公共交通網形成計画に地域公共交通再編事業

に関連して実施される事業が定められている場合

には、当該事業に関する事項

⑦その他 地域公共交通再編事業の運営に関する重大事項
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 ３ 策定主体など

①策定主体 八街市

②協議機関 八街市地域公共交通協議会

③策定時期 平成２９年３月（予定）

④計画期間 平成２９年度から平成３２年度の４カ年

（八街市地域公共交通網形成計画の終期に合わせる）

 ４ 事業費

地域公共交通再編実施計画策定調査業務委託料 ３６０万円

（国庫補助金）
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 ５ 計画を策定するメリット

地域公共交通再編実施計画について国土交通大臣の認定

を受けることにより、同計画に位置づけられている事業

に対し下記の支援を受けることができる。

①交通不便地域における移動手段を目的とした運行費の補助

②利用促進及び事業評価に要する経費の支援

③手続きのワンストップ化、計画を阻害する行為の防止 等
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Ⅳ 再編内容

八街市地域公共交通協議会

•ふれあいバスの路線再編、鉄道・路線バスとのダイヤ調整

ふれあいバスの再編・運行サービスの改善見直し

•ふれあいバスの発着所を八街駅に移設し、鉄道、路線バス、ふれあいバス、

タクシー相互の乗り換え利便性を強化

八街駅及び榎戸駅における交通結節点の強化

•グループタクシー（相乗りタクシー）制度の検討・導入

高齢者等を対象としたタクシー利用券の助成制度の検討・導入

▶ 想定している主な再編内容
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Ⅴ 平成２８年度実施調査業務

コミュニティバス運行ルート・

ダイヤ再編調査業務

•JR・民間路線バスとの乗継

調査

•運行ルート道路状況調査

•運行ルート・ダイヤの作成

JR八街駅利用状況調査

•JR八街駅バスターミナル

利用状況調査

•JR八街駅一般車両利用状況

調査

グループタクシー事業調査業務

•利用者推計調査及び支出

シミュレーション調査

•グループタクシー導入計画

案の作成
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▶ 委託事業者(予定) 社会システム株式会社

▶ 委託調査の主な内容



Ⅵ スケジュール(予定)

７月 ８月 ９月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

(１)コミュニティバス運行ルート・ダイヤ再編調査
① JR、民間路線バスとの乗継調査
② 運行ルート道路状況調査
③ 運行ルート・ダイヤの作成

(２)JR八街駅利用状況調査
① 八街駅南口・北口バスターミナル利用状況
② 八街駅南口・北口一般車両利用状況

○

(３)グループタクシー事業調査
① 利用者推計、支出シミュレーション調査
② グループタクシー導入計画案の作成

(４)地域公共交通再編実施計画策定
① 地域公共交通再編実施計画とりまとめ
② 計画書のとりまとめ、成果品印刷等

(４)協議会及び住民説明会の開催
○ ○ ○ ○ ○

(５)成果品印刷、磁気記録媒体等の作成等
○
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(参考) 社会システム株式会社 概要
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